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議会広報特別委員会

委 員 長　　川染　　洋
副委員長　　山岸　　宏
委　　員　　安藤　幹夫

狩野　正雄
飯沼　新吾

「秋の全国交通安全運動」にあわせ町内各団体による旗波
作戦が９月２４日行われました。当町ではひき逃げ事件
が発生、又、児童への声かけ事件が続発し、地域安全も
合わせて呼び掛けました。

「第１５回ＪＡＬカップ全日本パークゴルフ大会」が９
月１２日と１３日、新得町と鹿追町で開催されました。
同大会に参加する６００人を超える選手が練習も含めて
繰り返し来場し、パークゴルフ場の使用料収入や飲食な
どで地域経済に貢献しました。

「地方交付税」とは、国から地方へ配分されるお金です。地方自治
体は、地方税だけで行政サービスをまかなうものではなく、国は所得
税や法人税など国税収入を所定のルールのもとで計算し、各自治体の
財源として配分されているものであることを誰もが知っておく必要が
あるでしょう。

（広報特別委員　安藤幹夫）

＜７月＞
２７日　第８回臨時会、議会改革・活性化等調査特別委員会
３１日　北十勝４町議会運営委員会正副委員長懇談会

＜８月＞
５日　総務常任委員会

１０日　全員協議会、議会改革・活性化等調査特別委員会
議会運営委員会

１２日　広報特別委員会
１３日　総務常任委員会、全員協議会
１７日　西部十勝議会運営委員研修会
１８日　議会広報研修会（札幌市）
２１日　第９回臨時会
２４日　総務常任委員会
２５日　産業常任委員会、議会改革・活性化等調査特別委

員会

＜９月＞
２日　全員協議会、議会改革・活性化等調査特別委員会

議会運営委員会
３日　議会運営委員会
４日　広報特別委員会、議会広報モニター会議
８日～２４日　第３回町議会定例会（条例改正、補正予

算等審議）
１０日　第３回町議会定例会（一般質問）
１６日　決算審査特別委員会
１７日　全員協議会、産業常任委員会
１８日　議会運営委員会
２４日　第３回町議会定例会（最終日）、議会運営委員会
２５日　議会改革・活性化等調査特別委員会
２９日～１０月１日　産業常任委員会所管事務調査

＜１０月＞
５日　総務常任委員会、議会運営委員会
７日　広報特別委員会、議会改革・活性化等調査特別委

員会、議会運営委員会
８日　十勝町村議会議員研修会（幕別町）
８日～９日　興部町議会行政視察来町

１３日　議会運営委員会
１４日　広報特別委員会、産業常任委員会
１９日　広報特別委員会視察研修（沼田町）
２０日　総務常任委員会
２１日　全員協議会、議会運営委員会
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９月定例議会

8  0  
億
5  
千
万
円
の
決
算

を
認
定

審　
査　
の　
結　
果　
、　
平　
成　
2  0  
年　
度　

の　
一　
般　
、　
国　
保　
、　
老　
人　
保　
健　
、　

簡　
易　
水　
道　
、　
下　
水　
道　
、　
介　
護　
保　

険　
、　
後　
期　
高　
齢　
者　
医　
療　
、　
国　
保　

病　
院　
の　
８　
会　
計　
の　
総　
額　
、　
歳　
入　

ベ　
ー　
ス　
で　
8  0  
億　
５　
千　
万　
円　
、　
歳　

出　
ベ　
ー　
ス　
で　
7  7  
億　
２　
千　
万　
円　
の　

決　
算　
が　
議　
会　
最　
終　
日　
に　
認　
定　
さ　

れ　
ま　
し　
た　
。　

（　
歳　
入　
ベ　
ー　
ス　
）　

平　
成　
2  0  
年　
度　
の　
決　
算　
審　
査　

は　
、　
９　
月　
1  6  
日　
、　
決　
算　
審　
査　
特　

別　
委　
員　
会　
（　
葛　
原　
昇　
委　
員　
長　
）　

に　
お　
い　
て　
審　
査　
が　
実　
施　
さ　
れ　
ま　

し　
た　
。　

冒　
頭　
、　
野　
村　
英　
雄　
代　
表　
監　
査　

委　
員　
よ　
り　
、　
決　
算　
監　
査　
報　
告　

（　
４　
ペ　
ー　
ジ　
に　
記　
載　
）　
が　
あ　
り　
、　

具　
体　
的　
な　
審　
査　
に　
入　
り　
ま　
し　

た　
。　

家　
畜　
伝　
染　
病　
の　
予　
防　
の　
た　
め　
、　

牛　
舎　
洗　
浄　
や　
消　
毒　
を　
行　
う　
家　
畜　
伝　

染　
病　
等　
防　
疫　
車　
の　
取　
得　
に　
つ　
い　
て　

議　
決　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　
契　
約　
金　
額　
は　

１　
千　
４　
百　
8  2  
万　
円　
で　
、　
道　
路　
清　
掃　

や　
害　
虫　
駆　
除　
・　
防　
除　
の　
機　
能　
も　
整　

備　
さ　
れ　
ま　
す　
。　

又　
、　
4  2  
人　
乗　
り　
の　
中　
型　
バ　
ス　
の　

の　
取　
得　
に　
つ　
い　
て　
も　
議　
決　
さ　
れ　
ま　

し　
た　
。　
平　
成　
２　
年　
か　
ら　
1  9  
年　
間　
使　

用　
さ　
れ　
た　
ス　
ク　
ー　
ル　
バ　
ス　
の　
更　
新　

に　
な　
り　
ま　
す　
。　
契　
約　
金　
額　
は　
１　
千　

７　
百　
4  9  
万　
円　
で　
す　
。　

「美しい景観の街、鹿追町」
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鹿追町ふれあい農芸公園整備地　/ 町柏ヶ丘　

導入予定の防疫車と同型モデル

２私たちの町議会N o .1 0 4

平　
成　
2  1  
年　
1  0  
月　
１　
日　
か　
ら　
平　

成　
2  3  
年　
３　
月　
3  1  
日　
ま　
で　
の　
間　
に　

出　
産　
し　
た　
時　
に　
支　
給　
す　
る　
一　
時　

金　
に　
つ　
い　
て　
、　
3  8  
万　
円　
か　
ら　
4  2  

万　
円　
に　
す　
る　
条　
例　
の　
改　
正　
を　
可　

決　
し　
ま　
し　
た　
。　

町　
柏　
ヶ　
丘　
に　
「　
花　
」　
の　
ま　
ち　

づ　
く　
り　
の　
拠　
点　
と　
し　
て　
安　
心　
、　

安　
全　
な　
多　
目　
的　
公　
園　
（　
レ　
ク　
リ　

ェ　
ー　
シ　
ョ　
ン　
・　
サ　
ー　
ク　
ル　
活　

動　
・　
余　
暇　
・　
健　
康　
増　
進　
等　
）　
と　

し　
て　
計　
画　
さ　
れ　
て　
い　
る　
農　
芸　
公　

園　
整　
備　
に　
５　
千　
５　
百　
5  0  
万　
円　
、　
子　

育　
て　
応　
援　
と　
し　
て　
小　
学　
校　
就　
学　

前　
３　
年　
間　
に　
該　
当　
す　
る　
子　
供　
を　

対　
象　
に　
支　
給　
す　
る　
子　
育　
て　
応　
援　

特　
別　
手　
当　
て　
６　
百　
7  8  
万　
円　
、　
西　

町　
会　
館　
の　
改　
修　
工　
事　
、　
瓜　
幕　
小　

学　
校　
と　
鹿　
追　
中　
学　
校　
の　
耐　
震　
化　

工　
事　
及　
び　
太　
陽　
光　
発　
電　
設　
置　
工　

事　
実　
施　
設　
計　
委　
託　
料　
な　
ど　
１　
億　

９　
千　
万　
円　
を　
追　
加　
し　
ま　
し　
た　
。　

こ　
れ　
に　
よ　
り　
一　
般　
会　
計　
の　
予　

算　
総　
額　
は　
5  5  
億　
７　
千　
万　
円　
と　
な　

り　
ま　
す　
。　

尚　
、　
今　
回　
町　
の　
補　
正　
予　
算　
で　

可　
決　
さ　
れ　
た　
子　
育　
て　
応　
援　
特　
別　

手　
当　
て　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
1  0  
月　
1  4  

日　
、　
厚　
生　
労　
働　
相　
が　
国　
の　
補　
正　

予　
算　
の　
削　
減　
額　
上　
積　
み　
（　
恒　
久　

的　
な　
子　
育　
て　
支　
援　
策　
と　
し　
て　
そ　

の　
財　
源　
に　
回　
す　
）　
の　
た　
め　
、　
支　

給　
停　
止　
の　
方　
針　
を　
決　
め　
ま　
し　
た　
。　

９　
月　
3  0  
日　
で　
任　
期　
満　
了　
と　
な　

る　
公　
平　
委　
員　
会　
委　
員　
に　
福　
井　
博　

幸　
氏　
（　
笹　
川　
）　、　
1  0  
月　
１　
日　
で　
任　

期　
満　
了　
と　
な　
る　
教　
育　
委　
員　
会　
委　

員　
に　
熊　
谷　
堅　
一　
氏　
（　
中　
瓜　
幕　
）　

の　
再　
任　
が　
各　
々　
提　
案　
さ　
れ　
、　
同　

意　
し　
ま　
し　
た　
。　

法　
務　
省　
に　
お　
い　
て　
再　
任　
さ　
れ　
る　

予　
定　
で　
す　
。　

人　
権　
擁　
護　
委　
員　
に　
西　
科　
氏　

次　
の　
方　
々　
が　
当　
選　
し　
ま　
し　
た　
。　

選　
挙　
管　
理　
委　
員　

鈴　
木　
善　
一　
氏　
（　
笹　
川　
）　、　
高　
井　

光　
恵　
氏　
（　
美　
蔓　
）　
、　
脇　
坂　
靖　
氏　

（　
笹　
川　
）　、　
高　
橋　
征　
士　
氏　
（　
瓜　
幕　
）　。　

選　
挙　
管　
理　
委　
員　
補　
充　
員　

北　
富　
士　
夫　
氏　
（　
笹　
川　
）　、　
上　
本　

延　
子　
氏　
（　
西　
町　
）　、　
安　
田　
美　
智　
子　
　　

氏　
（　
緑　
町　
）　
、　
藤　
田　
農　
夫　
治　
氏　

（　
鹿　
追　
北　
５　
線　
）　。　

選　
挙　
管　
理　
委　
員　
会　
委　
員　
及　

び　
補　
充　
員　
の　
選　
挙　

1  2  
月　
3  1  
日　
で　
任　
期　
満　
了　
と　
な　

る　
人　
権　
擁　
護　
委　
員　
に　
西　
科　
隆　
氏　

（　
新　
町　
）　
の　
推　
薦　
が　
提　
案　
さ　
れ　
、　

適　
任　
と　
致　
し　
ま　
し　
た　
。　
こ　
の　
後　
、　

た　
め　
に　
既　
に　
議　
会　
の　
議　
決　
を　
経　

て　
執　
行　
段　
階　
に　
入　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

住　
民　
に　
そ　
の　
事　
業　
実　
施　
を　
約　

束　
し　
、　
理　
解　
を　
得　
て　
い　
る　
だ　
け　

に　
、　
地　
方　
自　
治　
体　
の　
経　
済　
対　
策　

が　
円　
滑　
に　
実　
施　
出　
来　
る　
よ　
う　
、　「　

国　
の　
平　
成　
2  1  
年　
度　
補　
正　
予　
算　
の　

適　
正　
な　
執　
行　
を　
求　
め　
る　
意　
見　
書　
」　

を　
議　
員　
提　
案　
し　
、　
可　
決　
し　
ま　
し　

た　
。　意　

見　
書　
を　
鳩　
山　
総　
理　
大　
臣　
ほ　

か　
関　
係　
大　
臣　
、　
衆　
参　
両　
院　
議　
長　

に　
提　
出　
し　
ま　
し　
た　
。　

新　
政　
権　
下　
に　
お　
い　
て　
は　
、　
平　

成　
2  1  
年　
度　
の　
補　
正　
予　
算　
の　
執　
行　

を　
停　
止　
し　
、　
不　
要　
と　
判　
断　
さ　
れ　

た　
事　
業　
は　
廃　
止　
す　
る　
と　
さ　
れ　
た　

方　
針　
が　
示　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

し　
か　
し　
な　
が　
ら　
、　
同　
補　
正　
予　

算　
は　
、　
各　
地　
方　
自　
治　
体　
に　
お　
い　

て　
地　
域　
活　
性　
化　
、　
経　
済　
対　
策　
の　

補　
正　
予　
算　
の　
適　
正　
執　
行　
を　

求　
め　
る　
。　

教　
育　
委　
員　
に　
熊　
谷　
氏　
を　
再　
任　

公　
平　
委　
員　
に　
福　
井　
氏　

３ 私たちの町議会N o .1 0 4

本文-104  10.4.28  10:36 AM  ページ1



と　
経　
過　
し　
て　
い　
る　
分　
が　
散　
在　
し　

て　
い　
る　
こ　
と　
か　
ら　
収　
納　
に　
は　
難　

儀　
が　
予　
想　
さ　
れ　
る　
が　
、　
税　
の　
公　

平　
を　
期　
す　
る　
た　
め　
担　
当　
部　
署　
の　

奮　
起　
を　
期　
待　
す　
る　
も　
の　
で　
あ　
る　
。　

ま　
た　
、　
財　
源　
構　
成　
に　
お　
い　
て　

は　
、　
自　
主　
財　
源　
の　
割　
合　
が　
若　
干　

で　
は　
あ　
る　
が　
上　
昇　
し　
て　
お　
り　
合　

計　
で　
２　
％　
の　
上　
昇　
、　
一　
般　
会　
計　

で　
1  1  
・　
8  

％　
の　
上　
昇　
と　
な　
っ　
た　
。　

本　
年　
は　
町　
制　
執　
行　
5  0  
年　
の　
節　

目　
の　
年　
で　
あ　
り　
、　
今　
後　
新　
た　
な　

5  0  
年　
に　
向　
け　
て　
、　
特　
色　
の　
あ　
る　

町　
作　
り　
に　
ま　
い　
進　
す　
る　
こ　
と　
が　
、　

人　
口　
減　
、　
財　
政　
減　
に　
歯　
止　
め　
を　

か　
け　
る　
一　
歩　
か　
と　
思　
え　
る　
。　

【　
総　
　　
括　
】　

平　
成　
2  0  
年　
度　
決　
算　
か　
ら　
見　
る　

本　
町　
の　
財　
政　
状　
況　
（　
一　
般　
会　
計　
）　

は　
、　
歳　
入　
で　
見　
る　
と　
昨　
年　
よ　
り　

3  
億　
6  

千　
2  

百　
1  2  
万　
9  

千　
円　
多　

い　
6  2  
億　
5  

千　
3  

百　
8  4  
万　
1  

千　
円　

で　
、　
歳　
出　
も　
3  

億　
2  

千　
7  

百　
4  9  

万　
5  

千　
円　
増　
の　
6  0  
億　
1  

千　
2  

百　

1  5  
万　
1  

千　
円　
と　
堅　
調　
な　
推　
移　
を　

保　
っ　
て　
お　
り　
良　
好　
な　
財　
政　
状　
況　

で　
あ　
る　
と　
判　
断　
さ　
れ　
る　
。　

し　
か　
し　
、　
補　
助　
金　
等　
単　
年　
度　

の　
収　
入　
を　
勘　
案　
す　
る　
と　
、　
今　
後　

一　
般　
財　
源　
の　
縮　
小　
も　
考　
え　
ら　
れ　

る　
こ　
と　
か　
ら　
、　
な　
お　
一　
層　
の　
経　

営　
努　
力　
が　
必　
要　
か　
と　
思　
わ　
れ　
る　
。　

本　
年　
度　
も　
、　
町　
税　
、　
各　
種　
利　

用　
料　
の　
収　
納　
率　
は　
昨　
年　
同　
様　
高　

率　
を　
保　
っ　
て　
お　
り　
、　
単　
純　
平　
均　

で　
あ　
る　
が　
現　
年　
度　
分　
の　
収　
納　
率　

は　
9  9  
・　
6  2  
％　
で　
あ　
り　
、　
滞　
納　
分　

も　
含　
め　
た　
収　
納　
率　
は　
9  7  
・　
8  6  
％　

と　
高　
い　
水　
準　
に　
あ　
る　
。　
し　
か　
し　

滞　
納　
分　
の　
合　
計　
が　
2  

千　
5  2  
万　
1  

千　
円　
あ　
り　
、　
1  0  
数　
年　
、　
2  0  
数　
年　

◇
実
質
公
債
費
比
率
は
9
・
4
％
。
一
層
の
財
政
健
全
化
へ
◇

□実質公債費比率
鹿追町が将来負担すべき実質的な負債で、町税や普通交付税等標準的な財政規模に対する比率を表し、

将来の財政の圧迫度を示します。

□将来負担比率
第３セクター・一部事務組合・公営企業会計の負債の損失補償なども含めた鹿追町が将来に亘って負担

しなければならない残高の程度を指標化したもので、将来の財政の圧迫度を示します。

※　鹿追町では実質赤字額、連結実質赤字額がないため、「－」表示をしています。

決算審査委員会

決算監査報告を行う
野村英雄代表監査委員
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（　
答　
弁　
）　
�　
田　
町　
長　

本　
町　
が　
管　
理　
し　
て　
い　
る　
公　
共　

自　
動　
車　
駐　
車　
場　
は　
数　
十　
か　
所　
に　

及　
ん　
で　
い　
る　
と　
こ　
ろ　
で　
あ　
り　
ま　

す　
。　こ　

の　
区　
画　
線　
の　
基　
準　
に　
つ　
き　

ま　
し　
て　
は　
、　「　
道　
路　
構　
造　
令　
」　
に　

基　
づ　
い　
て　
実　
施　
を　
し　
て　
お　
り　
ま　

す　
。　
小　
型　
車　
を　
例　
に　
と　
り　
ま　
す　

と　
、　
長　
さ　
５　
ｍ　
、　
幅　
が　
２　
ｍ　
3  0  

㎝　
、　
一　
台　
当　
た　
り　
の　
「　
駐　
車　
ま　

す　
」　
が　
標　
準　
値　
で　
あ　
り　
ま　
す　
。　

安　
全　
で　
無　
理　
の　
な　
い　
「　
駐　
車　

ま　
す　
」　
の　
確　
保　
は　
大　
事　
な　
こ　
と　

で　
あ　
り　
２　
本　
線　
を　
施　
し　
て　
駐　
車　

ま　
す　
の　
幅　
員　
を　
広　
げ　
る　
と　
い　
う　

Ｑ　Ａ　
公　
共　
駐　
車　
場　
の　
駐　
車　
幅　
の　

拡　
大　
を　

（　
質　
問　
）　

町
で
管
理
し
て
い
る
駐
車
場

は
、
駐
車
幅
が
狭
く
て
停
め
づ

ら
く
、
又
乗
り
降
り
が
し
に
く

い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

近
年
、
帯
広
等
の
大
型
商
業

施
設
な
ど
の
駐
車
場
は
駐
車
幅

の
拡
大
、
区
画
割
り
の
表
示
ラ

イ
ン
を
２
本
線
等
に
し
、
来
場

す
る
車
両
が
停
め
や
す
く
改
善

し
て
い
ま
す
。

本
町
の
公
共
の
駐
車
場
に
つ

き
ま
し
て
も
、
今
後
の
駐
車
場

の
新
設
や
ラ
イ
ン
の
引
き
換
え

整
備
の
折
り
に
駐
車
幅
の
拡
大

な
ど
順
次
改
善
す
べ
き
で
あ

り
、
町
長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

飯沼新吾議員

一　般　質　問

出
来
る
場
所
か
ら
駐
車

幅
の
拡
大
を
し
て
ま
い

り
た
い
。

こ　
と　
が　
必　
要　
で　
あ　
る　
と　
い　
う　
ふ　

う　
に　
判　
断　
を　
し　
て　
い　
る　
と　
こ　
ろ　

で　
あ　
り　
ま　
す　
。　

因　ちな
み　
に　
２　
本　
線　
を　
施　
し　
た　
場　

合　
、　
白　
線　
の　
幅　
も　
入　
れ　
ま　
す　
と　

「　
１　
駐　
車　
ま　
す　
」　
当　
た　
り　
約　
3  0  

㎝　
ほ　
ど　
増　
え　
、　
今　
現　
在　
の　
駐　
車　

場　
の　
駐　
車　
台　
数　
の　
減　
は　
当　
然　
起　

き　
て　
く　
る　
わ　
け　
で　
あ　
り　
ま　
す　

が　
、　
今　
後　
予　
算　
等　
々　
も　
勘　
案　
を　

し　
な　
が　
ら　
出　
来　
る　
と　
こ　
ろ　
か　
ら　

「　
駐　
車　
ま　
す　
」　
拡　
大　
を　
実　
施　
し　

て　
い　
き　
た　
い　
。　

ま　
た　
、　
併　
せ　
て　
身　
体　
に　
障　
害　

を　
お　
持　
ち　
の　
方　
の　
駐　
車　
帯　
等　
々　

に　
つ　
い　
て　
も　
配　
慮　
を　
し　
て　
い　
き　

ま　
す　
。　

整備された役場前駐車場

５ 私たちの町議会N o .1 0 4

財 政 健 全 化 判 断 比 率 （ ％ ）

実質赤字比率

1 5 . 0

2 0 . 0

連結実質赤字比率

2 0 . 0

4 0 . 0

実質公債費比率

9 . 4

1 0 . 0

2 5 . 0

3 5 . 0

将来負担比率

6 7 . 0

5 5 . 0

3 5 0 . 0

鹿追町の2 0年度比率

鹿追町の1 9年度比率

国の早期健全化基準値

国の財政再生基準値

Ｑ　Ａ　
農　
業　
者　
、　
猟　
友　
会　
の　
双　

方　
の　
負　
担　
が　
少　
な　
い　
方　

法　
を　
検　
討　

鳥　
獣　
の　
捕　
獲　
対　
策　
及　
び　
そ　

の　
処　
分　
等　
の　
対　
応　
は　

（　
質　
問　
）　

町　
は　
、　
鳥　
獣　
被　
害　
防　
止　
計　
画　

に　
基　
づ　
き　
様　
々　
な　
対　
策　
を　
講　
じ　

て　
い　
ま　
す　
が　
、　
実　
際　
の　
取　
組　
み　

に　
際　
し　
て　
は　
、　
様　
々　
な　
課　
題　
が　

あ　
り　
ま　
す　
。　
そ　
こ　
で　
私　
は　
、　
鳥　

獣　
の　
捕　
獲　
対　
策　
及　
び　
そ　
の　
処　
分　

等　
の　
対　
応　
に　
つ　
い　
て　
お　
尋　
ね　
し　

ま　
す　
。　

①　
シ　
カ　
の　
駆　
除　
に　
関　
し　
て　
は　
、　

被　
害　
地　
域　
と　
関　
係　
機　
関　
の　
共　
通　

理　
解　
の　
も　
と　
、　
猟　
友　
会　
が　
効　
果　

的　
な　
駆　
除　
が　
で　
き　
る　
体　
制　
づ　
く　

り　
が　
必　
要　
と　
考　
え　
る　
が　
。　

②　
各　
種　
鳥　
獣　
捕　
獲　
用　
の　
箱　
わ　
な　

の　
設　
置　
状　
況　
と　
駆　
除　
実　
績　
は　
。　

（　
答　
弁　
）　
�　
田　
町　
長　

�　
今　
年　
６　
月　
に　
町　
、　
農　
協　
、　
猟　

友　
会　
で　
会　
議　
を　
持　
ち　
、　
効　
果　
的　

な　
駆　
除　
を　
行　
う　
た　
め　
の　
協　
議　
を　

し　
て　
お　
り　
、　
農　
業　
者　
、　
猟　
友　
会　

の　
双　
方　
の　
負　
担　
が　
少　
な　
い　
方　
法　

を　
検　
討　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

�　
平　
成　
2  0  
年　
度　
の　
実　
績　
は　
、　
シ　

カ　
1  1  
頭　
、　
カ　
ラ　
ス　
４　
百　
9  6  
羽　
、　

キ　
ツ　
ネ　
１　
百　
1  6  
匹　
（　
う　
ち　
捕　
獲　

器　
5  2  
匹　
）　、　
ド　
バ　
ト　
２　
百　
9  1  
羽　
で　
、　

平　
成　
1  9  
年　
度　
と　
比　
較　
し　
て　
飛　
躍　

的　
に　
伸　
び　
て　
お　
り　
、　
箱　
わ　
な　
設　

置　
の　
効　
果　
が　
現　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

�　
他　
町　
村　
に　
お　
い　
て　
は　
、　
焼　
却　

施　
設　
を　
設　
置　
或　
い　
は　
レ　※
ン　
ダ　
リ　

ン　
グ　
を　
利　
用　
し　
て　
い　
る　
場　
合　
も　

あ　
り　
ま　
す　
。　

町　
で　
焼　
却　
施　
設　
を　
設　
置　
す　
る　

と　
し　
た　
場　
合　
の　
事　
業　
費　
、　
設　
置　

場　
所　
、　
維　
持　
費　
等　
に　
つ　
い　
て　
、　

調　
査　
す　
る　
必　
要　
性　
が　
あ　
る　
と　
考　

え　
て　
お　
り　
、　
農　
協　
、　
猟　
友　
会　
等　

と　
も　
相　
談　
を　
し　
て　
い　
る　
と　
こ　
ろ　

で　
す　
。　

山岸宏議員

※
レ
ン
ダ
リ
ン
グ

と
畜
場
の
食
用
に
用
い
ら
れ
な
い

屑
肉
な
ど
か
ら
粉
末
肥
料
、
飼
料
、

な
ど
の
原
料
と
な
る
動
物
油
脂
及
び

ミ
ー
ル
を
作
る
事
。

ゴミ処理場のカラス捕獲器
③　
箱　
わ　
な　
で　
捕　
獲　
し　
た　
鳥　
獣　
に　

つ　
い　
て　
、　
そ　
の　
処　
分　
が　
適　
切　
に　

行　
わ　
れ　
る　
よ　
う　
焼　
却　
設　
備　
等　
の　

整　
備　
を　
検　
討　
す　
べ　
き　
。　
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議　
会　
改　
革　
・　
活　
性　
化　
等　
調　
査　

特
別
委
員
会
は
９
月
2  5  
日
金

８　
回　
目　
の　
特　
別　
委　
員　
会　
が　
行　
わ　

れ　
ま　
し　
た　
。　
こ　
れ　
ま　
で　
の　
経　
過　

を　
ま　
と　
め　
ま　
す　
と　
、　
議　
会　
運　
営　

の　
ル　
ー　
ル　
や　
議　
員　
の　
資　
質　
向　

上　
、　
町　
民　
に　
分　
か　
り　
や　
す　
い　
議　

会　
活　
動　
の　
様　
子　
、　
開　
か　
れ　
た　
会　

議　
の　
持　
ち　
方　
な　
ど　
色　
々　
な　
角　
度　

か　
ら　
話　
し　
合　
わ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

第　
８　
回　
特　
別　
委　
員　
会　
は　
議　
会　

広　
報　
、　
広　
聴　
活　
動　
の　
進　
め　
方　
、　

政　
務　
調　
査　
費　
、　
反　
問　
権　
、　
自　
由　

討　
議　
、　
一　
般　
会　
議　
な　
ど　
に　
つ　
い　

て　
テ　
ー　
マ　
に　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　

さ　
ら　
に　
議　
会　
の　
基　
本　
ル　
ー　
ル　

を　
定　
め　
る　
上　
で　
の　
研　
修　
や　
、　
議　

員　
自　
ら　
議　
会　
改　
革　
に　
取　
組　
む　
た　

め　
に　
、　
色　
々　
な　
場　
で　
勉　
強　
を　
し　

て　
い　
ま　
す　
。　

○
８
月
1  7  
日
月
西
十
勝
議
会

運
営
委
員
会
研
修
会

新
得
町

議　
会　
会　
議　
室　

講　
演　
　　
「　
議　
会　
の　
活　
性　
化　
と　
議　

会　
運　
営　
に　
つ　
い　
て　
」　

講　
師　
　　
北　
海　
道　
町　
村　
議　
会　
議　
長　

会　
　　
勢　
旗　
事　
務　
局　
長　

参　
加　
者　
　　
７　
名　

○
９
月
９
日
水
帯
広
市
議
会

研　
修　
会　
帯　
広　
市　
議　
会　
議　
場　

講　
演　
　　
「　
議　
会　
基　
本　
条　
例　
と　
議　

会　
改　
革　
」　

講
師
　
神
原
　
勝
氏

北
海
学

園　
大　
学　
教　
授　

参　
加　
者　
　　
５　
名　

今　
後　
も　
月　
２　
回　
の　
特　
別　
委　
員　

会　
を　
持　
ち　
、　
議　
会　
改　
革　
活　
性　
化　

へ　
の　
討　
論　
を　
深　
め　
成　
案　
に　
ま　
と　

め　
る　
努　
力　
を　
進　
め　
て　
参　
り　
ま　

す　
。　

９　
月　
７　
日　
（　
月　
）　
農　
業　
振　
興　

対　
策　
推　
進　
委　
員　
会　
（　
町　
、　
議　
会　
、　

Ｊ　
Ａ　
、　
普　
及　
セ　
ン　
タ　
ー　
等　
）　
と　

農　
業　
委　
員　
会　
の　
合　
同　
作　
況　
調　
査　

が　
行　
わ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

今　
年　
の　
作　
柄　
は　
６　
月　
〜　
７　
月　

の　
日　
照　
不　
足　
と　
低　
温　
、　
多　
雨　
な　

ど　
の　
気　
候　
条　
件　
の　
影　
響　
で　
全　
体　

的　
に　
生　
育　
は　
不　
良　
、　
特　
に　
豆　
類　

は　
６　
日　
〜　
９　
日　
の　
遅　
れ　
、　
馬　
鈴　

薯　
、　
ビ　
ー　
ト　
は　
作　
況　
が　
盛　
り　
返　

し　
て　
お　
り　
今　
後　
の　
天　
候　
に　
期　
待　

し　
た　
い　
と　
関　
係　
機　
関　
よ　
り　
説　
明　

が　
あ　
り　
ま　
し　
た　
。　

関　
係　
者　
は　
バ　
ス　
で　
中　
鹿　
追　
、　

幌　
内　
、　
瓜　
幕　
、　
笹　
川　
な　
ど　
各　
地　

区　
を　
見　
て　
回　
り　
ま　
し　
た　
。　
中　
で　

も　
湿　
害　
の　
発　
生　
で　
畑　
に　
水　
が　
た　

ま　
っ　
た　
所　
は　
馬　
鈴　
薯　
の　
堀　
取　
り　

作　
業　
へ　
の　
影　
響　
や　
品　
質　
低　
下　
が　

心　
配　
さ　
れ　
ま　
す　
。　
収　
穫　
の　
終　
え　

た　
小　
麦　
は　
ホ　
ク　
シ　
ン　
で　
約　
７　
俵　

の　
収　
量　
に　
留　
ま　
る　
な　
か　
、　
新　
品　

種　
の　
「　
き　
た　
ほ　
な　
み　
」　
が　
1  0  
俵　

の　
収　
量　
と　
報　
告　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

小　
豆　
で　
は　
「　
キ　
タ　
ノ　
オ　
ト　
メ　
」　

が　
今　
後　
の　
天　
候　
に　
も　
よ　
る　
が　
、　

平　
年　
並　
み　
の　
収　
穫　
が　
予　
想　
さ　
れ　

る　
と　
の　
こ　
と　
で　
し　
た　
。　
飼　
料　
作　

物　
の　
牧　
草　
、　
デ　
ン　
ト　
コ　
ー　
ン　
は　

圃　
場　
に　
よ　
る　
差　
は　
あ　
る　
が　
平　
年　

並　
み　
の　
生　
育　
状　
況　
で　
す　
。　

各　
地　
区　
の　
作　
況　
状　
況　
と　
専　
門　

機　
関　
の　
報　
告　
を　
踏　
ま　
え　
、　
と　
り　

ま　
と　
め　
会　
議　
で　
は　
来　
年　
度　
以　
降　

も　
明　
き　
ょ　
、　
暗　
き　
ょ　
な　
ど　
圃　
場　

の　
排　
水　
対　
策　
な　
ど　
の　
基　
盤　
整　

備　
、　
土　
づ　
く　
り　
、　
輪　
作　
体　
系　
確　

立　
を　
推　
進　
す　
る　
事　
を　
確　
認　
い　
た　

し　
ま　
し　
た　
。　

こ　
の　
制　
度　
は　
、　「　
公　
の　
施　
設　
」　

の　
管　
理　
運　
営　
を　
民　
間　
事　
業　
者　
に　

に　
委　
任　
で　
き　
る　
制　
度　
で　
あ　
り　
ま　

す　
。　主　

な　
目　
的　
は　
、　
住　
民　
の　
福　
祉　

増　
進　
に　
寄　
与　
す　
る　
施　
設　
の　
他　
に　

「　
道　
路　
・　
上　
下　
水　
道　
・　
公　
園　
」　

な　
ど　
も　
含　
ま　
れ　
ま　
す　
。　

制　
度　
に　
よ　
る　
メ　
リ　
ッ　
ト　
は　

１　．　

利　
用　
時　
間　
の　
延　
長　
に　
よ　
る　

サ　
ー　
ビ　
ス　
の　
向　
上　
。　

２　．　

行　
政　
経　
費　
の　
削　
減　
が　
で　
き　

る　
。　調　

査　
先　
の　
真　
狩　
村　
で　
は　
、　
９　

施　
設　
に　
適　
用　
し　
、　
そ　
の　
施　
設　
の　

一　
つ　
「　
野　
の　
花　
診　
療　
所　
」　
で　
は　
、　

制　
度　
導　
入　
前　
後　
の　
比　
較　
で　
患　
者　

数　
が　
2  .  7  
倍　
に　
増　
加　
を　
し　
、　
行　
政　

負　
担　
は　
従　
前　
５　
千　
万　
円　
以　
上　
の　

繰　
出　
し　
金　
が　
、　
現　
在　
は　
支　
出　
な　

し　
で　
「　
住　
民　
・　
行　
政　
・　
管　
理　
者　
」　

が　
満　
足　
の　
で　
き　
る　
理　
想　
的　
な　
事　

例　
で　
も　
あ　
り　
ま　
す　
。　

委 員 会 レ ポ ー ト

館　
の　
運　
営　
は　
不　
可　
能　
と　
考　
え　
ま　

す　
。　単　

に　
、　
財　
政　
的　
側　
面　
か　
ら　
の　

歳　
出　
削　
減　
あ　
り　
き　
で　
は　
、　
全　
て　

の　
施　
設　
に　
な　
じ　
む　
も　
の　
で　
は　
な　

く　
、　
慎　
重　
に　
判　
断　
す　
る　
事　
が　
確　

認　
で　
き　
ま　
し　
た　
。　

岩　
内　
町　
で　
は　
美　
術　
館　
を　
指　
定　

管　
理　
と　
し　
、　
現　
在　
も　
継　
続　
的　
に　

鋭　
意　
経　
営　
努　
力　
を　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

し　
か　
し　
、　
運　
営　
の　
最　
大　
の　
財　
源　

で　
あ　
る　
観　
覧　
収　
益　
が　
、　
ピ　
ー　
ク　

時　
の　
６　
分　
の　
１　
に　
減　
少　
し　
て　
お　

り　
、　
こ　
れ　
は　
独　
立　
美　
術　
館　
の　
宿　

命　
と　
も　
受　
け　
止　
め　
ら　
れ　
ま　
す　
。　

行　
政　
の　
支　
援　
な　
く　
し　
て　
、　
美　
術　 木田金次郎美術館

合同作況調査

Ｑ　Ａ　
鹿　
追　
町　
土　
地　
開　
発　
公　
社　
の　

今　
後　
の　
在　
り　
方　
は　

早　
晩　
結　
論　
を　
出　
し　
た　
い　
。　 上嶋和志議員

（
答
弁
）
�　
田
町
長

土　
地　
公　
社　
の　
設　
立　
は　
法　
律　
に　

基　
づ　
き　
議　
会　
の　
議　
決　
を　
経　
て　
定　

款　
を　
定　
め　
、　
議　
会　
の　
議　
決　
を　
経　

て　
組　
織　
さ　
れ　
た　
町　
土　
地　
公　
社　
理　

（　
質　
問　
）　

現　
在　
、　
鹿　
追　
町　
土　
地　
開　
発　
公　
社　

に　
お　
い　
て　
は　
、　
い　
ず　
み　
野　
団　
地　

の　
第　
三　
次　
分　
譲　
を　
行　
っ　
て　
お　
り　
、　

2  6  
区　
画　
中　
す　
で　
に　
1  6  
区　
画　
が　
販　

売　
さ　
れ　
、　
残　
り　
1  0  
区　
画　
に　
な　
っ　

て　
お　
り　
、　
町　
の　
定　
住　
化　
促　
進　
住　

宅　
奨　
励　
制　
度　
と　
土　
地　
開　
発　
公　
社　

が　
行　
っ　
て　
い　
る　
安　
価　
な　
分　
譲　
は　

町　
民　
の　
マ　
イ　
ホ　
ー　
ム　
に　
対　
す　
る　

ニ　
ー　
ズ　
に　
充　
分　
応　
え　
て　
い　
る　
も　

の　
と　
評　
価　
す　
る　
も　
の　
で　
す　
。　

土　
地　
開　
発　
公　
社　
は　
、　
地　
域　
内　

の　
秩　
序　
あ　
る　
整　
備　
を　
図　
る　
た　
め　

に　
必　
要　
な　
公　
有　
地　
を　
取　
得　
、　
造　

成　
、　
管　
理　
を　
行　
う　
こ　
と　
を　
目　
的　

に　
自　
治　
体　
が　
1  0  0  
％　
出　
資　
で　
設　
立　

し　
た　
特　
別　
法　
人　
で　
す　
。　

現　
在　
、　
そ　
の　
運　
営　
は　
事　
業　
の　

見　
通　
し　
が　
立　
た　
な　
く　
な　
っ　
た　
り　

事　
会　
で　
十　
分　
審　
議　
し　
た　
上　
で　
の　

適　
正　
な　
業　
務　
執　
行　
で　
あ　
る　
と　
考　

え　
て　
お　
り　
ま　
す　
。　

債　
務　
負　
担　
行　
為　
な　
ど　
議　
決　
を　

要　
す　
る　
も　
の　
つ　
い　
て　
は　
そ　
の　
都　

度　
協　
議　
会　
で　
説　
明　
し　
議　
決　
を　
願　

っ　
て　
お　
り　
ま　
す　
。　

公　
社　
の　
今　
後　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　

ま　
だ　
そ　
の　
使　
命　
が　
終　
わ　
っ　
た　
と　

は　
言　
え　
な　
い　
が　
、　
ご　
指　
摘　
の　
通　

り　
管　
内　
で　
は　
数　
が　
少　
な　
く　
な　
っ　

て　
き　
て　
お　
り　
ま　
す　
の　
で　
本　
町　
も　

早　
晩　
結　
論　
を　
出　
し　
た　
い　
と　
考　
え　

て　
お　
り　
ま　
す　
。　

等　
の　
い　
わ　
ゆ　
る　
「　
塩　
漬　
け　
」　
に　

な　
っ　
て　
い　
る　
土　
地　
な　
ど　
は　
無　
く　

良　
好　
に　
な　
さ　
れ　
て　
い　
る　
と　
思　
い　

ま　
す　
が　
、　
十　
勝　
管　
内　
に　
は　
半　
数　

以　
上　
の　
町　
村　
の　
土　
地　
開　
発　
公　
社　

が　
解　
散　
す　
る　
な　
ど　
し　
て　
お　
り　
、　

こ　
の　
現　
状　
を　
踏　
ま　
え　
て　
本　
町　
の　

土　
地　
開　
発　
公　
社　
の　
今　
後　
の　
在　
り　

方　
を　
伺　
い　
ま　
す　
。　

一　般　質　問

（　
答　
弁　
）　
�　
田　
町　
長　

3  6  
ホ　
ー　
ル　
の　
公　
認　
コ　
ー　
ス　
に　

造　
成　
す　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　
な　
い　
か　

と　
の　
意　
見　
の　
半　
面　
、　
1  8  
ホ　
ー　
ル　

コ　
ー　
ス　
を　
守　
る　
意　
見　
も　
あ　
り　
、　

従　
っ　
て　
、　
今　
後　
ど　
こ　
に　
視　
点　
を　

置　
い　
て　
造　
成　
を　
す　
る　
べ　
き　
か　
を　

十　
分　
見　
極　
め　
た　
上　
で　
結　
論　
を　
出　

し　
て　
い　
き　
た　
い　
と　
考　
え　
て　
い　
ま　

す　
。　
3  6  
ホ　
ー　
ル　
に　
し　
た　
場　
合　
、　

ど　
う　
い　
う　
形　
の　
造　
成　
が　
で　
き　
る　

か　
現　
在　
調　
査　
中　
で　
ご　
ざ　
い　
ま　
す　

の　
で　
、　
図　
面　
を　
持　
っ　
て　
皆　
さ　
ん　

ラ
ィ
デ
ィ
ン
グ
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
の
公
認
で
瓜

幕
地
区
に
活
性
化
を

（　
質　
問　
）　

現　
在　
、　
パ　
ー　
ク　
ゴ　
ル　
フ　
の　
普　

及　
率　
は　
、　
管　
内　
は　
も　
と　
よ　
り　
道　

内　
、　
全　
国　
的　
に　
と　
拡　
大　
さ　
れ　
て　

お　
り　
、　
日　
常　
は　
公　
認　
コ　
ー　
ス　
を　

巡　
り　
、　
特　
に　
中　
高　
年　
が　
健　
康　
の　

た　
め　
、　
ま　
た　
余　
暇　
を　
趣　
味　
と　
し　

て　
楽　
し　
ま　
れ　
て　
い　
る　
状　
況　
に　
も　

あ　
り　
ま　
す　
。　
現　
状　
を　
認　
識　
し　

「　
公　
認　
コ　
ー　
ス　
」　
が　
更　
に　
も　
う　
一　

か　
所　
あ　
る　
こ　
と　
で　
、　
プ　
レ　
ー　
ヤ　

ー　
に　
も　
今　
日　
以　
上　
の　
利　
用　
に　
期　

待　
で　
き　
る　
と　
考　
え　
ま　
す　
。　
そ　
の　

実　
現　
の　
た　
め　
に　
も　
、　
瓜　
幕　
の　
ラ　

イ　
デ　
ィ　
ン　
グ　
パ　
ー　
ク　
ゴ　
ル　
フ　
場　

の　
公　
認　
コ　
ー　
ス　
を　
前　
提　
と　
し　
た　
、　

3  6  
ホ　
ー　
ル　
に　
造　
成　
で　
き　
れ　
ば　
道　

の　
駅　
う　
り　
ま　
く　
を　
核　
と　
し　
た　
経　

済　
的　
波　
及　
効　
果　
に　
も　
繋　
が　
る　
と　

期　
待　
、　
判　
断　
さ　
れ　
ま　
す　
が　
、　
町　

長　
の　
ご　
所　
見　
を　
伺　
い　
ま　
す　
。　

埴渕賢治議員

可　
能　
性　
を　
調　
査　
中　
で　
す　
。　

方　
に　
も　
ご　
検　
討　
い　
た　
だ　
け　
れ　
ば　
と　

考　
え　
て　
い　
ま　
す　
。　

Ｑ　Ａ　

（　
質　
問　
）　

安　
全　
に　
プ　
レ　
ー　
が　
で　
き　
、　
3  6  

ホ　
ー　
ル　
の　
公　
認　
造　
成　
が　
可　
能　
で　

あ　
る　
か　
調　
査　
中　
と　
い　
う　
こ　
と　
で　

あ　
り　
ま　
す　
が　
、　
現　
場　
の　
感　
触　
と　

し　
て　
坂　
本　
支　
所　
長　
に　
お　
伺　
い　
し　

ま　
す　
。　

（　
答　
弁　
）　
坂　
本　
瓜　
幕　
支　
所　
長　

安　
全　
を　
十　
分　
考　
慮　
し　
た　
中　
で　
、　

造　
成　
可　
能　
な　
面　
積　
は　
あ　
る　
と　
感　
じ　

て　
お　
り　
ま　
す　
。　

いずみ野団地

瓜幕ラィディングパークゴルフ場
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